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サンプルのカスタム レポート

以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、潜在的な問題を発生前に特定
して対処することができます。

レポート リストはすべてのレポートを網羅しているわけではなく、今後も増えていきます。このセクション
に追加して欲しいカスタム レポートがあれば、ドキュメントに関するフィードバックの形で提案していただ
くことができます。

レポートを操作するには、アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要で
す。

クラスターストレージレポートをカスタマイズする

このセクションのクラスタ ストレージ レポートは、それぞれのストレージ システム リ
ソースの監視に役立つクラスタ容量に関するレポートの作成方法を説明するためのサン
プルです。

クラスター モデル別に容量を表示するレポートを作成する

クラスタのストレージ容量と利用率をストレージ システム モデルに基づいて分析するた
めのレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、クラスタ モデル別に容量を表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > クラスター をクリックします。

2. [表示] メニューで、容量 > すべてのクラスター を選択します。

3. レポートに不要な「Cluster FQDN」や「OS Version」などの列を削除するには、「表示/非表示」を
選択します。

4. 「Total Raw Capacity」、「Model/Family」、および 3 つの集計列を「Cluster」列の近くにドラ
ッグします。

5. 「モデル/ファミリー」列の上部をクリックすると、結果をクラスター タイプ別に並べ替えることができ
ます。

6. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Capacity by Cluster Model」) でビュー
を保存します。

7. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

8. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
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の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、特定のクラスタに容量を追加したり、古いクラスタ モデルをアップグレ
ードしたりすることができます。

未割り当てのLUN容量が最も多いクラスターを識別するレポートを作成します

未割り当てのLUN容量が最も多い（0.5TBを超える）クラスタを検出するレポートを作
成して、ワークロードを追加できる場所を特定できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、未割り当てのLUN容量が最も多いクラスタを表示するカスタム ビューを作成し、そのビ
ューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > クラスター をクリックします。

2. [表示] メニューで、容量 > すべてのクラスター を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「未割り当て LUN 容量」列を「HA ペア」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ 未割り当てのLUN容量が0.5TBを超えている

6. 「未割り当て LUN 容量」列の上部をクリックすると、未割り当て LUN 容量の最大量で結果を並べ替える
ことができます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：「未割り当てLUN容量の最大値」）でビューを
保存し、チェックマーク（  ）。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、クラスタの未割り当てLUN容量を使用できます。

最も利用可能な容量を持つHAペアを表示するレポートを作成します

新しいボリュームやLUNのプロビジョニングに使用できる容量が最も多いハイアベイラ
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ビリティ（HA）ペアを検出するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、新しいボリュームやLUNのプロビジョニングに使用できる容量が多い順にHAペアをソー
トして表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定しま
す。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > クラスター をクリックします。

2. [表示] メニューで、容量 > すべてのクラスター を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「Aggregate Unused Capacity」列を「HA Pair」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ アグリゲートの未使用容量が0.5TBを超えている

6. 「未使用の総容量」列の上部をクリックすると、未使用の総容量の最大量で結果を並べ替えることができ
ます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：「Least used 集計容量」）でビューを保存
し、チェックマーク（  ）。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、アグリゲートの容量に応じてHAペアのバランスを調整できます。

古いバージョンのONTAPを実行しているノードを表示するレポートを作成します

すべてのクラスタ ノードにインストールされているONTAPソフトウェアのバージョンを
表示するレポートを作成して、アップグレードが必要なノードを確認できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、古いバージョンのONTAPを実行しているノードを表示するカスタム ビューを作成し、そ
のビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ノード をクリックします。
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2. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

3. 「OS バージョン」列を「ノード」列の近くにドラッグします。

4. 「OS バージョン」列の上部をクリックすると、結果をONTAPの最も古いバージョンで並べ替えることが
できます。

5. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Nodes by ONTAP version」) でビューを保
存します。

6. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

7. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、古いバージョンのONTAPを実行しているノードをアップグレードできま
す。

総容量レポートをカスタマイズする

以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、アグリゲートのストレージ容
量に関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。

このセクションのレポートは、それぞれのストレージ システム リソースの監視に役立つアグリゲート容量レ
ポートの作成方法を説明するためのサンプルです。

最大容量に達した集計を表示するレポートを作成する

容量がフルに近づいているアグリゲートを検出するレポートを作成して、容量を追加し
たり、ワークロードを他のアグリゲートに移したりすることができます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、容量がフルに近づいているアグリゲートを表示するカスタム ビューを作成し、そのビュ
ーのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > アグリゲート をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべての集計] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ フルまでの日数が45日未満

5. 「満杯までの残り日数」列の上部をクリックすると、満杯になるまでの残り日数が少ない順に結果を並べ
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替えることができます。

6. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：「全集約容量までの日数」）でビューを保存
し、チェックマーク（  ）。

7. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

8. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、容量がフルに近づいているアグリゲートのストレージを拡張できます。ま
た、アグリゲートのスペースが少なくなった場合に早めにイベントを受信して対応できるように、「フルまで
の日数」容量しきい値をデフォルトの7日より多い日数に引き上げることができます。

80%以上使用されている集計を表示するレポートを作成します

80%以上フルのアグリゲートを表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、80%以上フルのアグリゲートを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポー
トを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > アグリゲート をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべての集計] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「利用可能なデータ %」列と「使用済みデータ %」列を「集計」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ 使用済みデータ（%）が80%を超えている

6. 「使用データ %」列の上部をクリックすると、結果を容量パーセントで並べ替えることができます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：「Aggregates nearing full」）でビュー
を保存し、チェックマーク（  ) 。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。
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レポートに表示された結果を基に、一部のアグリゲートからデータを移動できます。

オーバーコミットされている集計を表示するレポートを作成する

アグリゲートのストレージ容量と使用状況を分析するために、オーバーコミットされた
アグリゲートを表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、オーバーコミットのしきい値を超えているアグリゲートを表示するカスタム ビューを作
成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > アグリゲート をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべての集計] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「オーバーコミット容量 %」列を「集計」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ オーバーコミット容量（%）が100%を超えている

6. 「オーバーコミット容量 %」列の上部をクリックすると、結果を容量パーセントで並べ替えることができ
ます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：Aggregates overcommitted）でビューを
保存し、チェックマーク（  ）。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、アグリゲートに容量を追加したり、特定のアグリゲートからデータを移動
したりすることができます。

ボリューム容量レポートをカスタマイズする

以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、ボリュームの容量とパフォー
マンスに関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。
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スナップショットの自動削除がオフになっている、容量がいっぱいに近づいているボリ
ュームを識別するレポートを作成します。

Snapshotの自動削除機能が無効になっていて容量がフルに近づいているボリュームをリ
ストするレポートを作成できます。このレポートは、Snapshotの自動削除を設定する必
要があるボリュームを特定するのに役立ちます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「Snapshot Autodelete」列と「Days To Full」列を「Available Data Capacity」列の近く
にドラッグ アンド ドロップします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次の 2 つのフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックし
ます。

◦ フルまでの日数が30日未満

◦ Snapshotの自動削除が無効

6. [フルまでの日数] 列の上部をクリックすると、残り日数が最も少ないボリュームがリストの上部に表示さ
れます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Vols near capacity」) でビューを保存し
ます。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ボリュームでSnapshotの自動削除を有効にしたり、使用可能なスペース
を増やす方法を特定したりすることができます。

シンプロビジョニングが無効になっているボリュームで使用されているスペースを識別
するレポートを作成します

シンプロビジョニングされていないボリュームは、ボリューム作成時に定義されたスペ
ースの全容量をディスク上で占有します。シンプロビジョニングが無効になっているボ
リュームを特定することで、特定のボリュームでシンプロビジョニングを有効にする必
要があるかどうかを判断できます。
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開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「使用データ %」列と「シン プロビジョニング」列を「使用可能なデータ容量」列の近くにドラッグ ア
ンド ドロップします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルター「シン プロビジョニング は いいえ」を追加して、「
フィルターの適用」をクリックします。

6. 「使用データ %」列の上部をクリックすると、最も高いパーセンテージのボリュームがリストの上部に表
示されるように結果が並べ替えられます。

7. ビューに表示されている内容を反映する名前 (例: 「Vols no thin provisioning」) を付けてビュー
を保存します。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、特定のボリュームでシンプロビジョニングを有効にすることができます。

データをクラウド層に移動する必要があるFabricPoolアグリゲート上のボリュームを識
別するレポートを作成します

現在FabricPoolアグリゲートにあってクラウド階層に関する推奨事項があり、さらに大
量のコールド データがあるボリュームのリストを記載したレポートを作成できます。こ
のレポートは、より多くのコールド (非アクティブ) データをクラウド層にオフロードす
るために、特定のボリュームの階層化ポリシーを「自動」または「すべて」に変更する
必要があるかどうかを判断するのに役立ちます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• FabricPoolアグリゲートを設定しておく必要があります。また、それらのアグリゲート上にボリュームが
必要です。

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。
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手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. 列選択で、「ディスク タイプ」列がビューに表示されていることを確認します。

他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「クラウド推奨」列の近くにドラッグ アンド ドロップします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次の 3 つのフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックし
ます。

◦ ディスクタイプにFabricPoolが含まれる

◦ クラウドに関する推奨事項に階層が含まれる

◦ 10 GBを超えるコールドデー
タ

6. [コールド データ]列の上部をクリックして、コールド データの量が最も多いボリュームがビューの先頭に
表示されるようにします。

7. ビューに表示されている内容を反映する名前 (例: 「Vols change tiering policy」) を付けてビュー
を保存しま
す。
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8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示される結果に基づいて、System Manager またはONTAP CLI を使用して、特定のボリューム

の階層化ポリシーを「auto」または「all」に変更し、より多くのコールド データをクラウド階層にオフロ
ードする必要がある場合があります。

Qtree容量レポートをカスタマイズする

以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、qtree容量に関連する潜在的な
問題を特定して対処することができます。

ほぼ満杯のqtreeを表示するレポートを作成する

qtreeのストレージ容量と利用率を分析するために、ほぼフルのqtreeを表示するレポート
を作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ほぼフルのqtreeを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成する
ようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > Qtrees をクリックします。

2. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

3. 「Disk Used %」列を「Qtrees」列の近くにドラッグします。

4. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ 使用済みディスク（%）が75%を超えている

5. 「ディスク使用率」列の上部をクリックすると、結果を容量のパーセンテージで並べ替えることができま
す。

6. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：「Qtrees nearing full」）でビューを保
存し、チェックマーク（  ）。

7. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

8. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。
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テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ディスクのハード リミットやソフト リミットを調整したり（設定されて
いる場合）、qtree間でデータのバランスを調整したりすることができます。

NFS共有レポートをカスタマイズする

ストレージ システム上のボリュームに対するNFSエクスポートのポリシーとルールの情
報を分析できるように、[NFS共有]レポートをカスタマイズすることができます。たとえ
ば、アクセスできないマウント パスがあるボリュームやデフォルトのエクスポート ポリ
シーを使用するボリュームを表示するように、レポートをカスタマイズできます。

アクセスできないマウントパスを持つボリュームを表示するレポートを作成します

マウント パスにアクセスできないボリュームを特定するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、マウント パスにアクセスできないボリュームのカスタム ビューを作成し、そのビューの
レポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > NFS 共有 をクリックします。

2. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

3. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ マウント パスがアクティブではない

4. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：「アクセスできないマウントパスを持つボリュ
ーム」）でビューを保存し、チェックマーク（  ）。

5. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

6. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

7. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、アクセスできないマウント パスを修正できます。

デフォルトのエクスポート ポリシーを使用しているボリュームを表示するレポートを作
成します。

デフォルトのエクスポート ポリシーを使用しているボリュームを検出するレポートを作

11



成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、デフォルトのエクスポート ポリシーを使用しているボリュームのカスタム ビューを作成
し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > NFS 共有 をクリックします。

2. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

3. 「エクスポート ポリシー」列を「ボリューム」列の近くにドラッグします。

4. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ エクスポート ポリシーにデフォルトが含まれている

5. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：デフォルトのエクスポートポリシーを持つボリ
ューム）でビューを保存し、チェックマーク（  ）。

6. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

7. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、カスタムのエクスポート ポリシーを設定できます。

ストレージVMレポートをカスタマイズする

Storage VMレポートを作成して、ボリューム情報を分析したり、全体の健全性とストレ
ージの可用性を確認したりできます。たとえば、レポートを作成して、ボリューム数の
上限に達したSVMを表示したり、停止したSVMを分析したりできます。

最大ボリューム制限に達したストレージVMを表示するレポートを作成します

ボリューム数が上限に達しているSVMを検出するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム数が上限に達しているStorage VMを表示するカスタム ビューを作成し、その
ビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順
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1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ストレージ VM をクリックします。

2. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

3. 「ボリューム数」列と「最大許容ボリューム数」列を「ストレージ VM」列の近くにドラッグします。

4. 「最大許容ボリューム」列の上部をクリックすると、結果をボリューム数の多い順に並べ替えることがで
きます。

5. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：SVMs reached max volumes）でビューを
保存し、チェックマーク（  ）。

6. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

7. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、Storage VMに割り当てるボリュームを調整できます。また、可能であれ
ば、ONTAP System Managerを使用して許容される最大ボリューム数を変更することができます。

停止したストレージVMを表示するレポートを作成する

停止しているすべてのSVMのリストを表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、停止しているStorage VMを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ストレージ VM をクリックします。

2. [表示] メニューで、正常性 > すべてのストレージ VM を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「State」列を「Storage VM」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ 状態が停止である

6. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前（例：Stopped SVMs）でビューを保存し、チェック
マーク（  ）。

7. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

8. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
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の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、SVMが停止した理由を調査して、停止しているSVMの再起動が必要かど
うかを確認できます。

ボリューム関係レポートをカスタマイズする

ボリューム関係インベントリ レポートでは、クラスタ内のストレージ インベントリの詳
細を分析できるほか、ボリュームに必要な保護レベルを把握したり、障害の原因、パタ
ーン、スケジュールに基づいてボリュームの詳細をフィルタリングしたりすることがで
きます。

障害の原因別にボリューム関係をグループ化するレポートを作成する

関係が正常な状態でない理由別にボリュームをグループ化するレポートを作成できま
す。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリュームを障害の原因別にグループ化するカスタム ビューを作成し、そのビューのレ
ポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[リレーションシップ] > [すべてのリレーションシップ] を選択します。

3. 表示/非表示 を選択して、ビューに「関係の健全性」列と「不健全な理由」列が表示されることを確認し
ます。

他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「関係の健全性」列と「不健全な理由」列を「状態」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ 関係の健全性に問題あり

6. 「異常な理由」列の上部をクリックして、障害の原因別にボリューム関係をグループ化します。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Vol relationship by failure」) でビュ
ーを保存します。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
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にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、障害のタイプごとに原因と影響を調査できます。

問題別にボリューム関係をグループ化するレポートを作成する

ボリューム関係を問題別にグループ化するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム関係を問題別にグループ化するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポ
ートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[リレーションシップ] > [すべてのリレーションシップ] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「Unhealthy Reason」列を「State」列の近くにドラッグします。

5. 「Unhealthy Reason」列の上部をクリックして、ボリュームを問題別にグループ化します。

6. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Vol relationship by issue」) でビュー
を保存します。

7. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、問題のタイプごとに原因と影響を調査できます。

特定の時間間隔でのボリューム転送の傾向を表示するレポートを作成します

特定の期間のボリューム転送の傾向を表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、特定の期間のボリュームを表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、関係 > 過去 1 か月の転送ステータス を選択します。
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3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「転送期間」列を「操作結果」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ 転送終了時間が過去7日間以内

6. 「転送期間」列の上部をクリックすると、ボリュームを時間間隔で並べ替えることができます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Volumes by duration」) でビューを保存し
ます。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、頻度を「毎週」に設定し、他のレポートフィールドに入力して、
チェックマーク（  ) を行の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、転送期間を調査できます。

ボリューム転送の失敗または成功を表示するレポートを作成します

ボリューム転送のステータスを表示するレポートを作成できます。このレポートでは、
失敗したボリューム転送と成功したボリューム転送の両方を確認できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、失敗した転送と成功した転送を表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポー
トを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、関係 > 過去 1 か月の転送ステータス を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「操作結果」列を「状態」列の近くにドラッグします。

5. 「操作結果」列の上部をクリックすると、ボリュームをステータス別に並べ替えることができます。

6. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「転送ステータス別のボリューム」) でビューを
保存します。

7. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

8. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、転送ステータスを調査できます。
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転送サイズに基づいてボリューム転送を表示するレポートを作成します

ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム転送を転送サイズに基づいて表示するカスタム ビューを作成し、そのビュー
のレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、関係 > 過去 1 か月の転送率 を選択します。

3. 「合計転送サイズ」列の上部をクリックすると、ボリューム転送をサイズ順に並べ替えることができま
す。

4. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「転送サイズ別のボリューム」) でビューを保存
します。

5. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

6. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ボリューム関係を転送サイズ別に調査できます。

日別にグループ化されたボリューム転送を表示するレポートを作成します

ボリューム転送を日付別に表示するレポートを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、ボリューム転送を日付別に表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、関係 > 過去 1 か月の転送率 を選択します。

3. 「日」列の上部をクリックすると、ボリューム転送が日ごとに並べ替えられます。

4. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Volume transfers by day」) でビューを
保存します。

5. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

6. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。
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テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ボリューム転送を日付別に調査できます。

ボリュームパフォーマンスレポートをカスタマイズする

以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、ボリュームのパフォーマンス
に関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。

FabricPoolが有効になっていないアグリゲート上の大量のコールド データを含むボリュ
ームを表示するレポートを作成します。

FabricPool以外のアグリゲート上のコールド データを大量に含むボリュームを表示する
レポートを作成できます。このレポートから、FabricPoolアグリゲートに移動する必要
があるボリュームを特定できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順に従って、FabricPool対応でないアグリゲート上のコールド データを大量に含むボリュームを表示す
るカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. 表示/非表示 を選択して、ビューに「ディスク タイプ」列が表示されることを確認します。

他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「コールド データ」列の近くにドラッグします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックします。

◦ コールド データが100GBを超える

◦ ディスク タイプにSSDが含まれる

6. 「ディスク タイプ」列の上部をクリックして、ディスク タイプ SSD (FabricPool) が下部になるようにボ
リュームをディスク タイプ別に並べ替えます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: "`Cold data vols not FabricPool`) でビューを保存
します。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。
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レポートに表示された結果を基に、FabricPoolアグリゲートに移動した方がよいボリュームを特定できます。
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